










〔はじめに〕 

 遺伝相談に際して手軽なハンドブックが活用できれば,相談内容の充実と普及に極めて

有用となる。 

 遺伝性疾患の種類は非常に多く,クライアントの持つ問題を解決するには,ひとつの遺伝

相談施設だけでは解決がつかず,他の適切な遺伝相談施設,遺伝性疾患の特殊検査施設(診

断施設)に紹介する必要を生じることが少なくない。“遺伝性疾患の正確な診断に基づいた

遺伝相談"を行うためには遺伝相談窓口と臨床病院との密接な協力体制は不可欠であって,

遺伝相談は本来両者のシステム活動を基盤として成立しうるものである。この点に役立つ

遺伝相談の参考図書・資料が少ないことから実用的なハンドブックの編集・刊行を行うこ

とは遺伝相談の普及に役立っ。 


